
江
戸
時
代
、
現
在
の
太
田
地
区
と
雫
石
川
対
岸
の
盛

岡
は
渡
し
舟
で
往
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
43
年

（
１
９
１
０
）
に
「
沢
田
橋
」
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
度
重
な
る
雫
石
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
沢
田
橋

は
何
度
も
修
復
さ
れ
、
昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
に
は
、

当
時
東
北
一
長
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
と
し
て
旧
太

田
橋
が
完
工
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
市
の
発
展
に
伴

い
、
増
え
続
け
る
交
通
量
と
老
朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、

現
在
の
橋
へ
架
け
か
え
ら
れ
、
昭
和
61
年
に
全
線
が
開

通
（
全
長
４
９
３
・
１
ｍ
）
し
ま
し
た
。

太
田
橋
に
は
、
南
部
藩
主
が
選
定
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
「
盛
岡
八
景
」
の
う
ち
の
「
太
田
の
落
雁
」
が
立
見

台
高
欄
に
表
現
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
沢
田
の
夕
照
」

と
渡
し
舟
が
親
柱
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

盛岡まちなみスポット105 ［太田橋］（下厨川字稲荷向～下太田下川原）

都市交通を支えてきた
歴史の重みを実感する
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